
長与町のパワーあふれる活動をご紹介！！

10
15日

　高田中学校グラウンドで、「新たな出会いと地域の連帯を求め
て」を大会テーマとして開催され、高田地区内の10自治会から約
400人が参加しました。晴天の秋空の下、子どもから年配の方まで
が対象種目に出場し、得点種目のリレー、長縄とび、百足競争、玉入
れなどは、みんなで心をひとつに取組む姿に大きな歓声が上がりま
した。昼休憩時のアトラクションでは高田中ブラスバンド部が演奏
で大会に花を添え、また、地元のお店や企業からの協賛による抽選
会も大いに盛り上がり、笑顔あふれる楽しい一日を過ごしました。

10
21土

　今回も多くの方が参加しました。今
年は県立大学での芋ほりと、南児童館
でシャボン玉遊びなどを楽しんだ後、
学生の皆さんやボランティアの方々に
よる手作りのおいしいご飯を囲みまし
た 。12 月にも開 催します（ 詳 細 は
28p）。皆さんぜひご参加ください。

シーボルト食堂

9
23土

　トランスコスモススタジアム長崎にて開催されました。当日はキックオフ前から、場外ステージで琴の尾太鼓が
会場を盛り上げました。また、長与町の子どもたちが町旗のフラッグベアラーとして参加し、少し緊張した様子でし
たが、長与町の代表として大役を果たしました。

V・ファーレン長崎「長与町サンクスマッチ」

▲フラッグベアラーを務めた子どもたち ▲ハーフタイムに行われたみかんジュースの抽選会

▲本川内「琴の尾太鼓」の披露 ▲長与町ブース（町内から1店舗が出店）

第25回 
コミュニティフェスタin高田
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持続可能な生体認証システムを目指して
情報システム学部　情報セキュリティ学科
喜多　義弘　准教授

　近年、指紋認証や顔認証などの生体認証が普及し、
あらゆる場面で使われています。生体認証のおかげ
で、今まで覚えるのに面倒だったパスワードや暗証番
号から解放され、便利な世の中になってきています。
　しかし、そんな生体認証にもいくつか欠点があり、そ
の中でも特に「再登録が難しい」という点は深刻なが
らも意外と知られていません。
　まず、生体認証は指紋や顔など身体の一部を使っ
た方法なので、常に自身に備わっており、どこかに置き
忘れるようなことはありません。そのため「盗まれるこ
とはない」と安心しがちですが、実は簡単に盗むこと
ができます。例えば指紋の場合、普段の生活で色々な
物に触れるので、その度に指紋が付きます。顔の場合、
様々な場所に防犯カメラや監視カメラが設置され、常
に顔の映像が撮られていると言っても過言ではありま
せん。そのようなものから簡単に指紋や顔の映像をコ
ピーして盗むことができます。
　もし、指紋や顔の映像が盗まれてしまったら、真っ先
にやるべきことは認証情報の変更（再登録）です。しか
し、手の指は10本、顔は１つしかありません。何度も再
登録ができないのです。
　そこで私が研究しているのが「持続可能な生体認証
システム」です。これは生体認証の１つである筆跡認証
とパスワードを組み合わせたものです。筆跡認証とは、
ペンで文字を書く際の筆圧や書き順、ペンを持つ手の
形などを認証に使う方法です。書いた文字をパスワー
ドとして登録し、書いた文字とその筆跡の両方が一致
しないと認証が通らないようにします。
　この方法なら、たとえ筆跡が漏れても、パスワードを
別の文字に書き変えて登録し直せば良いので、再登録
が何度もできます。筆跡は文字ごとに異なるので、攻撃
者は以前の文字から筆跡を予想することが難しく、パ
スワードが漏れても筆跡を真似できません。もちろん

以前のパスワードを書いても、文字が異なるので認証
は通りません。
　この研究をはじめとして、世の中の誰もが安心して
使いやすい生体認証システムを今後も研究していき
ます。

長与町に立地する長崎県立大学シーボルト校。
すぐ近くの大学でどのような研究が行われている
かをシリーズで紹介していきます。
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